
昭和田年7月5日

第 71号

発行所

大洗町役場
発 行人

加藤清
印刷所

富士オフセッ卜印刷附
官水戸。1)4241

~ ... らあおお第71号)
 

-(
 

" 

居留置... 彊盟

国盟盛田

回題麹趨盛鹿島罷姐

鑑一棟

町

長

加

藤

一首

葬儀の簡素化について
⑮改蕃事工費

清1 .通夜法要について
(ア)~昼夜法要は近親者で行ない、一般は焼香のみとする。
(イ)焼喬者に対する茶菓は一切廃止する。
(ゥ)通夜手伝いは午後9時以内とする。

2. 花輪・生花について
(ァ)花輪は兄弟又は子供で2碁以内とする。
(イ)生花は兄弟又は子供で]対以内とする。
(ウ)花輪代、生花代のはり紙は一切しない。

3. 供物について

(ア)供物は近親者のみとし、できる限り控えること。

(イ)供物代としては受けるが、はり紙は一切しない。

4. 香麗のお遅しについて

(ア)香築返しは手拭きタオノレ l本のみとする。

(イ)礼状はタオノレの包装紙に印刷するのみとする。

5. お手f云中へ、について
(ア)当家からの金主主物品は一切受けない。
(イ)親族からの物品(行器を含む)は一切受けない。
(ウ)金口銭のはり紙は一切しない。

6. 祭壇等について
(対祭壇は 3段以下とする。
(イ)木碑は 5寸以下とする。
(ウ)葬具料の明細書事をI帳場において受領すること。
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問
問
一
る
方
向
立
配
意
す
る
こ
と
は
隣
人
の
義

盛
一
務
で
あ
る

2
一
思
い
ま
す
。
議
一
人

網
棚
醐
二
人
、
夫
々
の
立
場
が
め
り
、
意
見
も

輔
麹
一
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
も
肝
心
な
こ

醐
輯
一
と
は
型
式
や
規
模
に
よ
っ
て
そ
の
人
間

購
麟
一
の
真
価
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

輔
盟
一
く
、
み
仏
に
注
が
る
と
俣
は
何
れ
私
熱

湯
量
一
い
涙
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

ぷ
一
台
湾
と
患
い
ま
す
。
と
に
か
く
前
に
申

本

年

度

の

予

算

は

す

で

に

三

月

の

議

会

に

お

い

て

議

決

さ

れ

、

そ

の

内

容

も

五

月

の

町

報

開

川

τ合
た
よ
議
会
っ
た
決
定

に

お

い

て

報

告

し

た

と

お

り

で

す

が

、

そ

の

後

追

加

し

た

分

も

あ

り

、

享

通

え

次

の

三

つ

勲

一

で

あ

る

の

で

、

そ

の

趣

事

理

解

さ

の

事

法

未

に

つ

い

て

実

現

の

促

進

を

図

っ

て

お

る

の

で

報

告

を

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

離

一

向

霊

長

っ

て

強

い

協

力

義

願

一

が

あ

り

手

が

、

空

寸

る

富

強

一

け

て

の

古

代

住

居

跡

や

遺

跡

等

の

調

盛

一

い
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た

し

た

い

と

一

思

い

手
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そ

れ

か

溝

を

ま

も

る

擁

没

年

ち

た

い

恵

子

。

壁

、

夏

に

一

Fよ
る

と

思

い

子

レ

、

区

量

購

一

室

つ

一

つ

、

町

民

審

議

運

動
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若

と

老

人

ク

ラ

ブ

や

学

校

の

生

定

、

一

事

記

号

進

め

る

考

え

で

お

り

時

一

の

を

で

あ

り

ま

す

。

町

は

毎

年

予

算

二

十

世

紀

か

皇

子

一

世

紀

に

か

け

一

三

千

万

円

ほ

ど

の

予

算

で

下

水

の

、

伊

化

一

そ

の

他

有

志

の

方

々

が

、

海

岸

清

掃

の

一

ま

す

。

一

γ

一
を
つ
け
て
、
町
道
や
下
水
の
整
備
を
け

て

「

東

太

平

喜

代

で

君

。

」

と

云

一

施

警

つ

る

こ

と

に

な

り

そ

た

。

一

た

位

在

し

て

載

さ

、

昨

年

一

語

章

一

一

之

の

に

と

ら

P
れ
、
そ
れ
が
打
開
す
一
な
っ
て
参
り
、
今
年
も
五
子
白
の
予

わ
れ
て
お
り
手
。
わ
が
巨
そ
の
中
一
こ
れ
は
請
の
海
水
浴
場
と
で
は
初
合
が
多
数
の
露
を
出
動
じ
て
、
海
底
一
一
一
一
%
生
活
改
蕃
へ
笠
間
違
一
る
こ
長
套
で
は
あ
り
ま
充
。
向
一
算
を
つ
け
て
喜
計
に
入
っ
て
お
り

央
で
あ
る
東
日
本
の
中
心
部
に
あ
り
、
一
号
で
あ
り
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
じ
て
一
の
需
に
当
っ
亨
点
字
走
。

6
白一

d
'

一
か
や
る
と
す
ひ
批
判
さ
れ
が
ち
で
あ
り
一
ま
す
ν、
A
コ
室
柄
け

τ行
く
方
宅

海
毒
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
立
一
注
目
さ
与
」
お
り
ま
す
。
先
日
、

N
H
一
の
詰
議
室
で
は
町
で
も
、
年
々
範
囲
一
昨
年
の
町
内
会
長
井
納
税
塑
畏
と
一
主
夜
出
席
し
、
詳
細
な
メ
モ
を
と
り
一
ま
す
。
し
か
し
合
需
に
生
き
る
と
い
一
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の
焼
却
炉
主
尋
と

地
条
件
の
特
襲
」
あ
る
こ
と
は
一
五
つ
主

K
で
大
洗
の
海
雲
薗
に
放
送
し
さ
一
が
拡
大
し
て
き
た
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
響
一
の
合
同
懇
談
会
に
於
い
て
、
現
在
の
一
ま
し
た
そ
し
て
、
そ
豊
中
心
と
L
一
う
こ
と
は
大
事
で
あ
り
ま
レ
て
、
こ
の
一
奪
三
億
の
一
予
算
を
も
っ
て
、
新
式

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
海
が
人
聞
の
祖
先
一
れ
ま
レ
た
が
、
き
れ
い
な
海
で
雪
と
一
報
装
置
を
つ
く
る
予
算
を
つ
け
ま
し
た
一
生
活
慣
習
の
う
ち
、
特
に
お
葬
式
の
一
て
事
て
各
地
区
か
良
表
者
を
出
し
た
め
に
は
時
代
と
い
う
も
の
が
種
手
万
炉
選
設
す
る
計
宮
高
て
h
お
り

で
あ
り
、
母
で
あ
る
こ
ル
ほ
蚤
壊
が
小
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
出
来
る
だ
け
大
事
に
一
が
、
現
在
の
と
こ
λ
ぽ
未
だ
大
洗
の
空
一
改
善
、
簡
素
化
の
提
案
が
な
さ
れ
辛
亡
て
ち
ら
い
、
最
後
に
代
表
者
会
議
を
開
一
見
つ
め
、
出
来
る
だ
け
健
全
な
、
住
み
一
ま
す
。
そ
む
人
し
て
も
、
住
民
一
人
一

さ
い
頃
か
長
え
ら
事
」
き
て
お
り
ま
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
ゴ
ミ
一
気
は
大
丈
夫
だ
と
一
思
い
圭
y
し
、
そ
し
た
。
私
は
謹
墨
守
そ
れ
を
雪
、
今
一
き
時
閉
そ
か
け
長
討
を
い
た
主
し
一
易
い
地
域
を
つ
く
っ
工
竹
か
な
け
れ
ば
人
少
主
9
つ
で
あ
町
奪
レ
イ
に
す
る

ナ
レ
、
海
伊
愛
す
る
心
は
年
少
共
に
強
一
粉
浜
へ
棄
て
る
心
な
き
人
も
お
り
ま
す
一
て
青
い
海
と
緑
の
松
、
キ
レ
い
な
位
保
一
年
に
な
る
ま
で
情
勢
の
検
~
討
が
続
け
た
一
た
。
そ
の
結
果
別
項
の
結
論
が
出
た
の
一
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
慣
習
と
い
う
た
め
の
関
心
が
持
ち
、
休
み
の
臼
短
い

く
な
っ
て
お
り
主
人
た
y
非
常
に
心
し
、
来
警
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
皇
卜
し
一
と
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
L
長

し

τ行
一
結
果
、
こ
も
町
内
議
の
覧
章
一
で
、
そ
れ
を
訂
臼
の
町
内
会
長
品
税
も
の
は
必
ず
し
も
絶
体
的
な
も
の
で
は
一
時
間
で
も
、
身
の
廻
り
の
遷
聞
に
割
い

配
な
こ
と
は
、
年
々
、
私
達
の
愛
す
る
主
お
り
、
ま
こ
と
に
暗
然
と
す
る
こ
と
正
た
い
と
思
い
ま
す
。
く
必
要
が
あ
る
と
い
っ
結
論
に
達
し
ま
一
組
合
長
の
合
同
懇
談
会
に
か
け
て
決
定
一
あ
り
ま
せ
ん
。
古
い
慣
習
か
長
国
主
く
れ
〉
躍
も
よ
く
な
っ
工
作
く
で

海

寄

れ

て

き

て

お

る

と

い

う

こ

と

で

一

一

し

た

。

そ

こ

で

角

下

旬

か

り

5一
月
下
一
を
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
し
、
い
か
に
し
て
艮
毒
竹
を
つ
く
っ
一
君
っ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
記
問
団
聞
の

て

こ

貧

富

っ

か

あ

り

そ

ょ

一

一

一

%

桜

道

的

埋

蔵

文

化

堅

調

査

一

旬

ま

で

E処
で
夜
、
座
談
芸
高
一
見
い
ろ
い
皇
室
り
ま
し
た
一

τぞ
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
る
の
も
臼
で
あ
り
手
。
町
内
会
、
或
い
は
所

う

が

、

陸

王

か

ら

と

空

か

ら

流

れ

こ

一

，

一

い

た

の

で

あ

り

ま

す

。

襲

、

非

常

に

京

、

と

に

か

く

高

容

決

め

た

か

ら

に

言

語

ち

て

い

る

一

人

一

人

に

と

属

す

る

団

体

、

ま

た

各

家

庭

で

の

御

協

芸
水
の
せ
い
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
一
永
い
爆
笑
に
な
っ
て
い
た
、
桜
道
一
と
三
者
の
合
事
得
る
ま
で
予
想
し
な
一
活
発
な
歯
寛
が
出
さ
れ
手
レ
セ
町
か
は
実
行
出
来
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
一
っ
て
一
世
人
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
の
町
長
P
C
B
一
の
埋
蔵
文
毎
霊
域
調
査
す
る
襲
一
い
時
聞
が
か
ら
、
今
度
愈
々
予
算
も
一
ら
は
高
野
総
務
課
長
、
会
企
画
室
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
責
の
一
署
特
に
お
費
と
い
え
聞
に
と
っ
長
一
い
ろ
い
る
迩
べ
ま
し
た
が
、
も
高

や
水
墾
董
議
の
出
る
よ
う
な
工
場
一
が
具
体
化
し
エ
夢
り
ま
し
だ
こ
の
こ
一
決
ま
り
、
手
法
も
決
定
じ
む
子
耗
一
長
、
大
久
保
教
育
委
員
会
事
習
室
、
一
み
た
の
で
あ
り
主
人
大
依
私
達
庄
一
義
し
み
の
場
に
直
面
し
た
き
、
そ
も
ι

き
真
喜
L
入
空
手
。
皆
様
の
御

は
重
し
て
い
な
い
の
で
、
を
つ
い
う

7
ほ
屡
々
繰
り
逗
す
よ
つ
で
す
が
、
鹿
一
調
査
は
去
年
大
洗
高
校
の
敷
地
内
を
発
一
小
露
総
課
長
、
重
量
係
長
等
一
き
て
い
る
替
、
永
い
山
の
慣
習
と
い
の
経
済
的
負
担
を
出
来
る
だ
け
軽
く
す
一
回
麗
寄
り
ま
す
。

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
庭
の
雑
排
一
島
線
の
六
時
人
テ
I
シ
ョ
ン
を
中
心
と
一
掘
調
査
さ
れ
、
す
ぐ
れ
た
成
果
が
挙
げ

水
や
加
工
場
の
汚
水
、
或
い
は
旅
館
、
一
す
る
底
画
整
理
事
業
と
一
体
を
な
す
も
一
ら
「
れ
た
井
上
義
安
さ
ん
が
団
官
民
と
し
て

病
院
等
の
水
洗
か
ら
は
穆
ん
ず
流
れ
こ
一
の
で
あ
り
、
ど
っ
し
で
も
こ
れ
を
先
に
石
捕
に
入
り
、
町
の
塾
育
委
員
会
や
都

ん
で
す
、

B
O
D
(生
物
化
学
的
酸
平
ら
な
い
と
区
画
整
理
事
業
主
め
る
市
計
画
課
長
を
つ
く
っ
て
一
参
加
去

素
婆
求
量
)
や
C
O
D
(
化
学
的
酸
素
一
こ
と
が
出
来
ず
、
こ
の
た
め
池
主
の
方
一
予
定
で
す
。

6
月
下
旬
か
ら
年
一
茅
ほ

要
求
量
)
そ
れ
か
ら
大
腸
菌
等
島
出
一
々
に
非
常
に
議
を
か
け
て
主
円
経
一
じ
め
、
出
来
る
存
早
/
仕
ト
市
る
予

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
海
上
亦
ら
は
時
々
一
果
に
な
り
、
申
し
訳
ぜ
な
い
と
思
っ
て
一
定
で
す
。
当
初
に
町
の
区
域
で
あ
る
髭

油
の
か
た
ま
り
、
ま
た
那
珂
川
や
湖
沼
一
い
ま
す
。
そ
か
わ
こ
れ
も
、
与
く
を
フ
ノ
釜
遺
跡
、
堂
杯
A
e
B
-譲
、
十
瓦
柳
選

川
か
り
の
一
排
水
が
汚
濁
さ
れ
て
注
が
れ
一
い
う
事
実
引
っ
て
い
れ
ば
事
業
の
手
一
跡
、
を
や
り
、
引
車
問
い
て
、
鉄
道
の

て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
主
握
移
し
た
一
法
ー
も
あ
っ
た
か
と
思
い
主
糸
、
ス
テ
一
敷
地
と
な
る
蛍
森
A
、
髭
釜
の
一
軍
思

ら
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
一
1
l

シ
ョ
ン
白
U
置
と
路
線
が
決
定
し
て
一
跡
に
入
っ
て
い
く
順
序
と
な
る
見
込
み

こ
で
、
ど

puて
こ
の
浄
化
を
図
る
か
一
か
ら
途
中
で
発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
一
で
す
。
今
ま
で
の
亭
備
調
査
に
よ
り
ま

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
愈
々
来
年
度
が
一
う
い
う
点
が
不
明
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
一
す
と
、
時
代
は
弥
生
時
代
の
後
期
が
ら

ら
は
町
で
も
公
共
下
水
道
草
だ
入
る
一
そ
の
後
、
県
や
防
そ
し
て
鉄
道
八
ム
団
一
古
墳
時
代
、
容
良
か
ら
鎌
九
一
μ
時
代
に
か

予
定
で
す
が
、
家
庭
や
病
院
、
旅
館
、

毎
褒
所
等
の
水
洗
式
の
あ
る
と
こ
人
ぽ

厳
重
に
定
期
検
査
の
励
行
に
努
め
、
加

工
場
等
も
出
来
る
だ
ぜ
阜
く
、
浄
化
施

設
を
実
現
し
て
貰
わ
な
け
れ
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
町
と
し
て
は
今
年
の

海
水
浴
場
基
用
も
考
-
へ
取
り
敢
一
主
9

務
栴
海
水
浴
場
の
地
域
内
に
、
ニ
箇
所

フ.そのイ也
(ア)おひら、あ、つぼは一切廃止すること。

(イ)忌中はできる限り簡素にすること。
(ウ)葬儀の通知は町外の場合電話通知とし、その後に遥知状

を郵送すること。

(司当分の問、簡素化の趣旨大要を役場で印刷し死亡届の際
に住民課窓口係で交付する。これを帳場が会葬者の見易
L、場所に貼っておくこと。

実施は昭和50年 7月 1日カ、らとする。



(2) 第71号L、ちあおお昭和50年7月5日

部
のT古
田高1

籍軍吉

野
栄圏
3f定

多璽
い鏡

課税の対象になる額(課税標準額)について

f家屋~回定資産税の評価額をそのまま課税対象の額(課

0都市計画税| 税標準額)として課税します。

L土地~農地を除く全地自については、家屋と同様評価額

を課税標準とします。

但し、農地は38年より据置の課税標準額になり

ます。

f家屋~原則的には固定資産評価額が課税標準額です。
0固定資産税 l

L土地「宅地 f住宅用地「小規模住宅用地~評価額のす

I lその他住宅用地~評価額のを

はド住宅用地~原則的に評価額

但し、個人は識が課税標準額

山林・原里子・雑種地~評価額

農地~昭和38年より据震の課税

屈定資産税と都市計画税の比較計算例

例えば、 Aさんの土地・家屋とも評価額が 1，000，000円である場合

で、上記に示した小規模住宅に該当。

この場合、固定資産税については

土地評価額 1，000，000円×士×品告=税額 3，500円

評価額1， 000， 000円 × お 告 ニ 税 額14，000円

(A) 

(B) 

1
0
1
 
コζう

封

一
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
つ
く
一
審
レ
た
。
美
し
い
自
然
、
快
適

74藷
な

に

が

い

経

験

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

一

っ

て

ゆ

く

所

存

立

す

。

こ

の

た

め

、

今

一

環

境

を

つ

く

り

住

み

よ

い

町

と

し

て

発

税

務

署

で

は

、

名

ょ

っ

な

こ

と

が

正
十
月
よ
ね
新
νく
長

税

と

し

て

都

一

展

さ

せ

る

た

め

に

皆

様

万

の

御

協

力

を

な

い

よ

う

、

常

臼

C
ろ
か
皇
さ
ん
の

美
し
い
自
然
、
快
適
な
生
活
環
境
必
霊
切
な
震
に
不
整
京
生
七
た
一
市
計
一
思
議
税
ず
る
こ
と
に
い
た
し
お
顧
い
申

k
庁

る

次

第

主

め

夏

子

。

で

居

住

用

の

土

地

や

蓄

な

ど

の

贈

与

一

相

警

長

又

け

し

て

い

ま

す

。

(
利
便
、
安
全
、
震
)
の
創
造
三

E昌
実

で

あ

り

、

人

間

性

基

調

一

が

あ

っ

た

吏

巨

は

こ

の

額

が

控

除

で

一

相

詰

匿

名

で

で

き

孟

亡

、

喜

2
5
2
3
0

一

Eた
都

市

す

り

が

急

務

と

さ

れ

る

一

部

構

計

覇

税

は

き

晶

子

。

こ

の

震

は

、

一

在

一

度

で

存

っ

ち

子

。

税

金

に

つ

い

て

し

か

し

憲

二

一

十

年

合

降

、

重

一

ゆ

え

ん

を

そ

こ

に

都

市

計

画

の

一

こ

の

よ

う

に

課

税

さ

れ

ま

す

聖

書

高

穫

量

一

存

の

も

の

で

す

。

一

主

主

い

こ

と

が

あ

り

ま

レ

た

令

官
発
展
を
と
げ
た
葉
宮
た

E
一

使

命

が

あ

る

の

子

。

需

計

画

館

一

財

涯

を

も

ら

っ

た

時

の

時

備

に

よ

り

一

*

特

別

障

害

者

に

は

一

一

一

千

万

円

の

非

一

気

軽

に

税

警

へ

|

こ

れ

が

税

務

署

在

会

建

た

と

な

人

口

の

都

市

一

の

不

健

全

な

一

状

態

童

諾

し

て

霊

露

①

震

の

客

体

一

但

し

本

一

室

ば

十

二

司

二

月

の

一

一

主

糸

、

そ

の

一

詰

方

法

に

つ

い

ず

ほ

一

課

税

制

度

の

裂

の

上

手

な

利

用

方

法

で

す

。

暴

中

、

生

活

圏

の

拡

大

、

モ

ー

す

一

備

が

片

付

な

つ

こ

と

、

ま

た

そ

の

よ

っ

な

一

都

市

計

画

税

が

課

税

さ

れ

ま

す

の

一

回

と

な

り

ま

す

。

財

産

の

種

類

ご

と

に

具

体

的

な

基

準

が

、

心

身

障

害

者

に

特

別

障

害

者

扶

養

信

一

水

戸

税

務

署

量

水

準

の

向

上

ほ

も

と

よ

り

、

社

会

一

の

都

市

形

害

計

商

品

売

践

す

る

こ

と

一

民

主

ず

る

土

…

費

立

歪

に

対

し

一

固

定

資

産

税

の

例

に

よ

る

も

の

と

L

*

贈

与

税

の

轟

方

法

一

と

の

財

産

出

信

託

さ

点

た

と

き

に

は

、

三

J
川
け
川
川

J
I
l
l
J

量

Z
Eて
き

た

こ

と

は

確

か

で

あ

り

、

秩

序

言

雰

囲

る

た

め

一

そ

の

価

格

言

標

準

と

与

。

一

里

震

と

の

合

害

よ

る

も

(

?

主

主

事

l
喜
一
一
一
手
万
円
ま
で
は
贈
与
税
は
か
か
り
ま
二
税
港
湾

1

剛
一

で

あ

り

手

。

他

要

事

雪

る

こ

一

の

土

地

利

用

、

都

市

施

設

の

語

、

市

一

安

課

税

の

範

囲

一

の

き

。

塾

長

生

憲

一

せ

ん

。

二

重

3
7け

一

一

一

一

一

一

一

l
」
開
設
の
お
知
一

と

の

た

め

の

車

、

雲

る

た

め

に

一

街

地

選

霊

君

主

こ

喜

子

。

一

市

街

化

震

域

に

所

在

す

る

土

地

一

前

i
一
*
基
礎
控
除
額
旦
ハ
O
万
円
一
*
室
長
税
は
3
吉
田
ま
で
一

f
i
t
-
E
6
4
3
一

一
こ
の
よ
量
目
む
こ
れ
ま
で
一

5
2
Rい五
一

都

市

計

一

醐

哲

次

ょ

う

毒

事

業

幹

一

改

墨

田

の

四

O
高
一

2ハO
Z
一

贈

与

税

言

語

、

土

「

同

「

l
L

一

語

量

産

じ

め

と

し

亡

上

一

義

と

さ

れ

て

お

る

患

に

つ

い

て

一

を

推

進

す

る

た

め

健

わ

れ

ま

す

に

轟

一

に

引

上

げ

ら

れ

ま

し

た

。

し

三

2
5
1
5
1
2襲

警

は

、

討

議

一
水
道
の
充
実
、
長
処
理
施
設
、
去
一
そ
の
審
議
税
標
準
と
し
ま
す
。
一

1
;
;
;
;
i
f
!
f
!
!
!
!
f
!
E
!
J
て亡三、二一年詰問問阿に福個人ふから主ψ

もb包
ら
号
つ
た
高
厨
日
ヰ
婁
宅
令
宅
」
で
手
ず
。
一
哀
菩
談
警
コ
7
l
ナ了lJ」
宍
伊
勢
霊
甚
デ
夫
パ

1lト

石
却
襲
湯
、
更
喜
需
「
に
」
は
宝
土
地
壁
冨
闘
皇
整
理
事
事
一
差
卦
業
業
業
革
采
采
ボ
ボ
一
寝
率
一
町
宮
の
現
嚢
状
護
善
1持
将
来
君
の
発
遺
展
竺
の
と
き
こ
ろ
ゑ
か
ら
失
大
書
ι量墨
3

る象都計己凶水をそれ最は現需代に正牛雲亥喜事)写ザ急タ寵私遠需にで

Eも来
葦
年
度
票
か
古b喜
計
画
的
に
と
り
く
一
警
察
、
六
G
万
目
下
で
あ
れ
は
一
「
リ
バ
ー
イ
パ
什
川
川
」
一
議
で
、
雪
第
1
水
曜
臼
と
窮
余

一
皇
室
な
生
活
震
を
つ
る
一
税
率

2
8・

ニ
を
盟
主
一
重
し
、
翌
の
よ
主
規
模
、
形
一
街
路
春
季
レ
て
お
り
ま
す
か
、
計
一
と
そ
か
け
が
え
窓
い
貴
重
な
事
宅
す
ま
す
が
、
御
承
知
の
贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
一
一
説
芳
江
崎
当
官
(
首
選
百
の
場
合
は
中
止
し

一

一

一

一

回

略

一

一

こ

と

は

ご

ざ

い

ま

一

一

一
た
め
の
施
策
室
菅
て
ま
い
り
で
た
一
但
長
年
度
音
色
二
議
一
君
、
?
っ
議
設
が
つ
く
る
一
画
的
に
揮
勇
事
雪
ほ
財
産
で
あ
り
そ
最
近
乙
の
水
の
と
お
り
一
公
共
下
水
道
は
巨
額
の
一
投
資
て
覇
者
震
は
一
千
百
一
一
石

?.2一
一
手
。
)
に
開
設
し
て
お
り
手
。

一
が
、
今
後
援
鹿
島
諒
の
開
通
あ
る
と
出
さ
れ
ま
す
。
一
か
、
ま
た
町
議
成
す
る
地
域
常
生
か
そ
の
他
の
計
画
街
一
路
の
需
主
め
汚
-
各
選
L
堂
、
私
署
と
り
長
星
雲
で
に
は
か
な
り
の
工
改
正
前
の
五
百
六
O
高
官
一
千
一
「
ト
い
わ
l
|
|
」
一
ど
「

J

ぞ
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ

は
大
議
室
大
整
備
等
、
本
町
の
都
③
襲
期
日
一
よ
フ
な
用
語
す
る
か
を
ま
ず
僅
全
ま
ず
。
又
公
園
、
緑
地
に
つ
い
て
は
会
き
生
活
環
境
は
、
日
に
日
に
悪
化
月
彦
警
し
ま
す
。
こ
の
下
水
道
一
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
れ
は
一
税
金
に
つ
い
て
の
知
識
か
号
な
か
い
。
細
部
に
つ
い
て
一
は
役
場
税
務
課
に

一
市
的
環
境
の
霊
霞
急
速
に
高
ま
っ
て
一
固
定
資
産
税
と
同
を
そ
の
年
の
一
一
な
都
市
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
一
共
事
業
の
推
進
左
官
、
そ
の
確
保
一
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
利
用
後
が
使
用
開
始
に
な
る
ま
で
の
問
、
と
一
婚
姻
期
間
が
一
言
以
上
の
夫
婦
の
間
一
っ
た
た
め
に
損
歩
じ
た
と
い
う
よ
っ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
一
月
一
日
と
な
り
ま
す
。
で
き
る
よ
っ
、
需
計
画
霊
童
め
一
が
ほ
か
る
べ
く
白
土
殖
の
嘉
利
用
の
え
の
汚
聖
水
が
そ
の
ま
出
産
に
冬
季
そ
の
対
策
を
講
じ
て
ゆ
こ

i
i
i
i
i
i
i
i
j
i
l
i
t
s
i
i
i
!
!
1
1
9
i
i
i
i
i
i
i

一

将

来

記

事

量

な

も

の

に

一

議

期

一

手

。

尚

一

目

当

時

一

訪

れ

れ

U
自

信

話

料

諸

民

一

選

盟

理

蔵

文

化

期

調

査

一

麟

鞠

…

i

大
畠
霊
は
「
都
市
詰
の
母
」
会
わ
れ
な
京
な
い
時
代
、
あ
る
い

Z
い

ま

す

。

そ

こ

で

本

年

度

倍

震

…

藍

建

雪

理

事

審

車

任

事

罷

一

機

鱗

鞠

、

¥

」

る
む
き
都
市
首
の
根
幹
霊
で
あ
一
定
き
か
少
な
か
っ
た
と
撃
の
と
こ
ろ
の
審
議

5
2
J
J隠語
E庫
融

障

者

軍

事

脚

一

瞬

…

崎

臨

機

オ
及
室
一
口
遣
に
つ
い
て
も
ベ
ス
ト
つ
一
治
拡
誇
化
作
用
記
述
彊
設
が
量
し
、
粗
大
章
一
昨
年
末
よ
怠
1

年
度
頭
初
に
存
て
一
理
事
業
等
に
よ
り
震
は
破
壊
さ
れ
て
一
議
伊
鱗
磯
繍
織

り
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
璽
L
公
共
下
水
一
九
品
鞠
パ
ミ
よ
り
分
解
さ
れ
、
均
浮
遊
物
質
、
水
の
中
に
溶
け
て
町
県
都
市
計
画
譲
と
町
は
再
三
に
百
一
り
建
一
し
ま
っ
た
め
工
事
前
に
調
査
Y

草
子
し
一
機
機
麟
繍
闘
機
繍
麟
欄

介
j

道
の
建
設
に
つ
き
ま
し
で
も
す
で
に
基
時
騒
離
…
そ
の
美
し
さ
震
い
る
油
、
蛋
白
質
等
の
除
去
を
、
…
撃
省
と
協
議
室
ね
て
主
が
、
国
一
て
、
記
録
保
存
と
出
土
品
の
収
集
展
一
三
盤
機
織
鱗
欄
岡

山
本
調
査
茎
麗
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
寸
意
識
勝

h

つ
こ
と
が
で
主
脱
襲
警
じ
工
透
視
度
墨
田
め
、
吋
庫
補
助
が
近
々
盤
定
支
る
こ
と
去
一
等
に
よ
り
後
世
に
伝
え
る
こ
と
去
り
一
験
機
繍
機
織

血

:

初

代

数

日

下

リ

ハ

ム

村

議

付

帯

一

一

機

織

鰯

総

務

綴

綴

織

綴

綴

綴

幾

機

織

機

刊
川
一
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
山
示
会
長
二
一
γ
し
た
。
し
か
し
な
海
水
の
婆
防
止
に
努
め
る
も
の
で
吋
っ
た
の
議
案
の
霊
並
び
に
語
、
言
す
。
一
瞬
闘
機
機
鱗
鱗

州
り
ま
す
が
、
本
事
業
は
互
の
蕗
橋
一
一
捻
千
三
ん
が

5
2つ

あ
り
ま
す
ノ
。
主
要
固
形
物
、
一
堂
林
の
各
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
踏
切
一
町
は
塾
震
を
震
と
す
る
民
主
鱗
織
機
繍

存
で
も
二
十
一
億
程
度
の
巨
額
五
…
縦
一
九
五
入
口
費
量
雪
い
は
大
量
に
ふ
り
、
そ
の
大
半
を
年
度
内
に
完
了
し
一
号
室
入
学
義
一
一
宗
主
購
問
機
機

資
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
川
選
の

Z
F
r
r序
盤
l
u
蓄
産
炉
振
興
さ
れ
き
ま
し
ず
ほ
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
叩
て
、
大
出
量
れ
を
震
す
べ
く
昭
和
一
る
議
室
緊
結
成
し
、
七
月
上
司
一
機
騒
機
織
機
嫌
州

在
止
す
る
に
は
急
務
毒
す
る
も
…

31r聖
書
動
揺
警
に
よ
っ
て
一
軍
苦
手
一
手
一
軍
定
の
桜
道
匡
画
整
理
事
業
一
よ
り
、
大
藤
正
西
北
部
髭
一
章
一
機
騒
騒
踏

の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
促
進
言
ミ
ユ
ぷ

γ滑
走
付
な
わ
れ
、
る
こ
と
が
緊
急
で
す
。
中
の
実
瓶
と
国
鉄
鹿
島
線
の
望
に
向
か
一
跡
よ
り
発
掘
調
査
を
開
始
し
、
昭
和
五
一
九
四
ぽ
、
重
移
転
一
三
戸
の
外
、
那

在
な
り
ま
せ
ん

o
E
i
m
J
I
L…
香
水
が
利
用
語
霊
水
に
つ
い
て
は
と
っ

E
lド

ア
ッ
プ
す
る
:
一
十
一
年
一
ニ
主
主
議
員
言
一
翼
健
所
奈
言
葉
移
転
を

る
患
を
甲
与
を
た
が
、
そ
の
〈

γ附
さ
れ
る
よ
っ
足
る

2蓄
を
除
去
し
手
一
っ
た
一
子
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
一
大
洗
町
庁
舎
近
傍
へ
予
定
し
て
お
り

還

の

震

に

つ

い

て

老

長

長

機

り

を

川

や

き

る

こ

と

。

1
2需
の

と

お

主

区

尚

聖

地

区

画

整

室

哲

一

手

。

究
中

g
t
i
l
-…L三

…
時
間
⑦
訴
審
に
は
ご
み
(
粗
大

zr話

特

性

一

町

四

日

諸

民

一

軒

町

時

長

一

詩

画

賢

明

日

時

貿

商

湾

機

能

を

配

置

す

る

外

、

流

通

加

崎

平

一

浦

河

湾

い

を

す

て

な

い

こ

と

。

同

一

一

工
(
食
品
妥
当
)
こ
ま

L
C
w
m
w解
す
る
こ
を
露
骨
定
期
的
に
需
を
し
て
提
言
よ
り
発
掘
調
査
亦
義
務
豆
、
河
川
豊
八
十
立
法
量
四
一
る
限
り
の
努
力
量
い
た
与
。

山
主
主
主
υ
主

主

3

、

自

然

の

パ

、

一

づ

Zれ
て

お

り

ま

す

の

立

区

室

、

J
J
f

貨
物
と
雪

Zる
、
フ
ェ
リ
ー
ナ
フ
ン
ス
ぎ
ず
れ
心
主
の
汚
れ
何
時
議
第
葬
に
働
い
て
U

…

重

量

宣

る

誌

に

は

工

事

三

h

f
zフェ
リ

ー

基

地

五

五

量

ん

で

、

公

畳

間

問

題

易

量

産

つ

こ

と

百

そ

の

議

室

千

台

古

凶

亡
叉
海
洋
性
レ
ク
リ
ェ
l
シ
ョ
ン
ヱ
展
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
の
一
一
頁
に
つ
い
工
響
力
い
古
工
事
を
ず
あ
る
こ
と
は
で
き
な
レ
‘

要
に
対
応
し
た
諸
施
設
等
の
震
を
す
一
最
近
ζ

の
よ
っ
な
環
境
問
題
に
対
存
」
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
市
の
一
状
控
た
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

す
め
、
港
湾
最
光
の
文
化
需
に
ふ
す
る
関
心
は
蓄
に
高
ま
っ
て
き
て
汚
れ
の
進
む
温
度
義
め
る
こ
宗
一
各
遺
跡
は
昭
和
四
十
八
年
の
分
布
調

さ
わ
し
い
、
魅
力
品
カ
に
満
ち
量
一
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
っ
市
議
の
可
警
す
。
き
れ
い
な
海
震
っ
た
一
査
に
よ
り
一
弥
生
時
代
後
期
約
一

8
0

境
づ
く
り
を
じ
て
ま
い
り
辛
子
。
…
汚
れ
伊
防
止
す
る
に
は
、
ど
こ
の
地
内
い
ま
一
重
品
問
題
害
義
一
年
前
よ
り
出
資
、
平
安
時
代
約
一
四
O

こ
の
よ
う
な
事
業
嘉
手
る
た
め

Zに
お
い
て
も
公
共
下
水
素
語
い
た
だ
き
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
ぢ
年
前
頃
の
菱
地
の
あ
る
こ
と
が
再

鹿

島

茸t

計 17，500円となり

都市計画税については

土地評価額 1，000，000円×色告=2，000円

評価額 1 ， 000， 000円×お~-= 2，000円

昭和50年度はおもの税率ですから計 2，000円の税額になります。
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家屋



柄
は
そ
弘
~
け

V
Lず
字
、
社
会
福

祉
事
業
の
面
で
も
深
い
C
理
解
金
否
己

れ
、
旦
亦
募
多
ほ
じ
め
亀
蓋
蓮
爪

w
m

動
に
は
率
先
協
力
さ
れ
数
多
く
の
感
誠
二
針
。

状
、
霊
彰
状
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
端
ん

一
せ

去
る
昭
和
川
崎
年
に
は
本
町
の
丞
育
緬
設
い
川
の
ま

弁
観
光
施
設
の
一
藍
襲
用
の
一
部
に
と
た
績
み

公
害
尽
さ
れ
た
犬
主
な
議
に
よ

Z
Z
Zた

し
、
本
町
の
金
百
万
円
也
の
私
財
を
町
民
附
さ
ム
ヨ

り
、
本
町
の
石
井
力
側
え
(
磯
浜
基
幹
事
宋
と
も
い
う
べ
き
観
光
重
莱
の
れ
、
町
閤
係
者
に
大
き
な
感
激
写
え
誌
の
し

町
六
八
八
一
番
地
)
が
去
る
2
月
羽
目
、
閉
発
シ
振
興
に
と
活
躍
さ
れ
た
の
を
は
ら
れ
た
こ
と
b
木
だ
記
憶
に
新
ら
じ
い
栄
方
待

の

二

期

栄
え
あ
る
紺
綬
褒
章
を
霊
草
さ
れ
、

4

じ
め
、
町
消
防
団
副
団
長
、
町
整
問
委
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
地
域
の
一
振
興
つ
お
を

月
日
日
に
加
藤
町
長
か
皇
室
早
の
伝
達
員
長
、
町
議
会
議
員
等
数
々
の
要
職
に
発
展
に
尽
さ
れ
た
功
績
と
公
益
に
尽
二
に
躍

2
2し

宅

岩

本

町

護

の

た

め

長

力

さ

さ

れ

た

票

今

国

の

認

め

る

と

こ

川

一

一

珂

石
井
さ
ん
は
大
正
6
年
以
来
、
グ
ホ
れ
ま
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。
人

εな
り
、
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
と

o

の

テ

ル

大

洗

荘

。

の

と

主

人

と

し

て

、

業

毘

摂

愛

情

豊

一

幸

若

井

さ

ん

の

お

人

た

。

勲

す

後

叙

ま

A
7

j
i
l
-
-
i
i
i
i
i
j
i
l
-
-
i
i
l
i
l
l
i
t
-
-
i
i
K
i
l
i
-
-
i
i
i
i
1
3
1
i

の
り

ふ
円
量
動
輪
車
論
調
盟
力
者

m

w

m

A
桂
川
一
一
時
計
和
市
山
者
大
学
@
卒
業
冒
と
入
学
。
司
監
住
許
可
ぃ

器
盤
関
楳
さ
ん
川
駐
日
制
(
時
間
岬
一
卒
業
者
に
若
返
り
証
贈
る
。
七
日
会
話
庄
町
五

額

盤

機

騒

麟

医

療

費

の

無

料

化

)

、

或

い

は

高

令

者

受

土

祝

一

大

洗

町

高

霊

官

ク

ラ

ブ

連

合

会

主

雇

o四
九
年
五
月
町
政
全
般
に
つ
い
て
一

o四
月

暴

露

け

つ

麟

鶴

夫

等

に

初

勝

せ

も

れ

る

に

対

す

る

交

通

安

済

会

費

の

監

章

郷

土

こ

去

、

高

重

大

学

Z生

)

町

長

加

藤

清

一

一

有

霊

堂

震

厚

機

機

機

織

機

騒

機

褒

遠

と

一

』

一

隣

麟

麟

購

買

実

態

の

家

建

設

等

の

問

題

実

説

綬

私

意

一

修

了

式

主

る

五

月

十

二

日

老

人

憩

の

o七
月
老
人
の
健
康
に
つ
い
て
一
員
生
開
校
に
つ
い
て

本
一
年
度
審
の
叙
勲
之
本
町
議
会
議
占
め
、
名
聞
議
会
教
育
一
民
生
常
任
委
に
努

12れ
ま

し

宅

紺

、

敬

一

家

に

診

存

い

手

レ

た

。

那

戸

製

保

健

室

和

田

登

二

ハ

月

土

ハ

日

、

老

人

憩

の

家

に

宅

員
の
関
根
恵
一
側
さ
ん
(
要
町
六
七
員
と
し
て
、
教
育
霊
の
充
実
、
教
材
更
に
町
吏
一
員
と
し
て
一
壁
、
町
収
入
山
一
円
一
九
一
面
生
は
八
士
宮
で
目
出
度
修
了

o
九
月
由
美
子
、
妃
殿
下
露
明
治
一
第
語
生
の
開
校
式
存
い
ま
し
た
。

童
話
異
常
叙
せ
ら
れ
、
聖
の
整
備
に
喜
注
が
れ
、
警
の
中
学
役
の
著
書
喜
め
る
と
叩
年
に
及
さ
ま
土
し
た
方
は
六
十
五
名
、
警
の
十
七
名
記
念
館
色
豊
L
つ
い
て
一
門
書
壱
工
告
が
全
員
出
席
し
、
学
長

襲
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
校
の
統
合
、
宮
以
降
長
け
る
小
中
ぶ
吏
重
喜

τ、
地
方
官
治
こ
貢
献
井
止
衷
一
の
宮
、
次
回
で
ま
た
重
っ
て
若
返
常
陽
明
治
異
議
長
田
崎
美
一
翼
連
合
会
長
草
場
受
け
、
加
藤

一

』

石

に

、

一

一

関
根
さ
ん
は
昭
和
泊
年
日
月
、
大
洗
学
校
防
音
墓
古
建
設
、
虫
毒
害
し
た
こ
む
り
功
績
が
今
回
の
叙
勲
の
対
み
し
一
り
証
亙
旦
け
て
下
さ
い
。

O
十
一
月
明
る
く
正
し
い
選
挙
ー
に
つ
町
長
(
学
長
)
よ
り
「
我
が
町
の
福
祉

町
議
会
議
厚
L
当
選
さ
れ
デ
以
来
今
日
館
の
建
設
、
小
中
学
校
の
完
全
癒
食
の
象
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
一
六
期
生
の
一
年
間
の
勉
強
は
次
の
と
い
亡
健
康
の
こ
と
の
さ
集
に
つ
い
一
施
策
L

と
キ
竺
皇
室
が
あ
り
、

ま
で
、
連
続
4
期
間

E毘
り

議

席

を

章

、

岨

年

の

大

洗

高

室

設

等

本

町

一

お

り

で

す

。

て

。

毒

委

員

一

長

久

保

田

実

雇

き

ん

は

熱

心

に

勉

強

レ

ま

し

た

。

司

令

。

も

6
6
6も
4
色

4
も

9
8
6
6
9
s
e
i
-寺
6
a
v
o
e
oも
O
令
。
ー

?
9企
A
V
A
v
e
s
e
S
6
4
9
4守
9
5
o
h
o
-
eも
令
寺
。
ム
マ

oav命
令

9
4
V
6
9
9
ι
2
9
4
9
4守
9i一
守
令
も

A守
色

61h一一
v
+
-
e企
T
Oム
VAV弔
tebマ
令
色
。
与

AVA守
自
宅

61一守
19qOEVO-一
号
。
も

AVaT64一マ
6?oheei司
令

J

，t
e
l
a
-
-
B
O
'
-
-
i
!
t
a
-
-

一

転

巧

J
藍
綬
軽
三
)
寛
保
年
間
(
一
七
四
二
)
に
二
十
去
り
ま
し
た
。
不
動
明
王
、
行
書
障
と
伝
え
ら
現
住
職
場
五
十
世
融
通
常
」
一

一
、
、
雰
出
襲
撃
九
六
世
在
職
種
が
菱
重
立
派
に
建
御
室
の
阿
躍
如
来
畿
は
、
去
最
重
要
一
化
財
的
主
宝
物
す
。

て

ど

ゑ

ふ

さ

ヘ

ミ

翠

築

し

ま

し

た

が

、

文

政

七

年

十

五

多

く

の

人

々

か

告

白

さ

ぞ

い

ま

が

を

さ

会

え

ら

れ

て

い

手

。

(

大

久

保

生

)

一

一

望

書

富

山

無

量

院

と

号

ご

ろ

西

)

に

火

装

要

し

で

す

が

警

富

の

作

と

言

伝

え

ら

一

…
し
丈
今
か
ら
五
百
六
本
年
前
の
し
ま
い

E
こ
の
霊
内
に
あ
れ
て
妻
し
た
。
先
般
の
調
査
結
果

J

E
主
義
経

一

豊

田

Z
比

一

宮

原

告

源

っ

た

璽

号

、

在

宅

持

襲

、

居

、

室

町

時

代

の

作

き

れ

足

長

崎

鱗

機

麟

i

a

二
倍
僧
都
の
開
基
と
云
わ
れ
ま
す
。
策
明
寺
、
戒
厳
院
、
怒
眼
院
な
主
ハ
和
四
十
四
年
五
月
県
の
重
要
文
化
財
援
護
灘
方
議
議
選
議
〓
〓

j
i

ふ
納
謬

…

源

一

信

僧

都

は

彼

の

有

名

な

「

往

生

供

と

い

わ

れ

た

建

物

皇

蔀

焼

け

て

と

し

て

指

定

さ

れ

ま

た

:

齢

駐

機

r

e

一

重

量

し

た

吾

、

弟

子

の

寂

し

ま

い

で

だ

ま

た

こ

の

御

本

著

書

年

齢

繍

均

d縦
一

…
照
が
入
宋
の
際
に
は
さ
重
二
十
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
本
堂
も
、
天
に
、
か
ら
か

E御
本

一

尊

の

御

腹

の

議

零

点

伊

良

盤

麟

~

一

七

間

程

っ

て

宋

の

一

一

品

僧

に

託

し

ま

ぺ

)
f
i

藤

縄

均

鱗

繍

'

し
た
が
、
東
国
に
こ
の
よ
う
な
探
解

1
s
;骨
髄

E

J

弘
前
み
1

M

験

問

機

騒

機

轡

愛

媛

簿

一

一

の

者

が

い

た

か

と

、

日

本

小

釈

迦

源

園

協

握

糠

壁

耕

輔

初

出

量

一

一

」

議

議

機

騒

騒

額

一

一

信

如

来

と

讃

歎

し

た

と

伝

え

ら

れ

て

齢

喜

〉

灘

間

ぷ

1

J重
一

》

建

i
j
l
i
J

…

一

い

手

。

需

JE

…
西
警
は
も
と
上
野
の
国
新
田
郡
狗
諸
君
乱
立
再
立
て
震
に
帰
宅
宗
主
し
た
。
調
べ
て
見
る
騒
騒
騒
騒
j
N
州
灘
鑓
鱗
鱒
鞠
麟
翻
鰯
翻

一
世
良
田
長
楽
寺
の
法
流
末
寺
、
常
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
品
内
か
主
要
仏
像
か
一
一
喜
藤
盤
機
織
均
一
ト
一
一
瀦
二
{
球
団
側
機
騒
騒
騒
盤
一

一
澄
村
島
田

LEし
た
が
、
延
宝

l

現
在
の
本
堂
は
明
治
二
十
四
年
八
見
さ
れ
そ
宅
い
ず
れ

J

も

鎌

倉

時

騒

騒

議

欝

腕

人

¥

樹

齢

翻

鱗

輪

一

一
五
年
(
一
六
七
七
常
陸
国
誌
に
よ
る
)
月
に
、
第
四
士
ハ
世
融
信
和
尚
が
資
代
の
古
い
も
の
で
、
高
産
駒
二
O

盤
勢
像
機
離
籍
、
〆

i離
婚

議

議

機

織

響

機

嫌

機

撃

…
に
義
公
安
叩
令
で
、
二
十
五
産
職
金
書
心
の
来
住
民
の
協
力
毒
て
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
阿
弥
陀
如
来
磯
験
機
勝
裕
鱗
鱗
路
湾
鑑
識
麟
一
越

e

…
舜
侮
和
尚
の
時
、
現
在
の
地
に
移
転
建
て
長
た
も
の
で
す
。
坐
像
、
観
世
音
菩
薩
立
像
、
言

j
j機
鴻

イ

一

向

一

JMJ幽
一

翻

肉

離

一

一
し
、
国
警
と
よ
ば
れ
て
、
藩
内
の
坊
院
は
延
宝
以
一
取
ら
の
場
所
も
薩
立
像
、
一
一
広
と
左
右
っ
て
重
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監

e

一
天
台
宗
の
寺
院
の
取
り
締
り
に
あ
た
引
き
つ
ぎ
、
向
念
坊
、
書
坊
、
八
な
も
の
ミ
共
に
燥
の
量
一
要
文
化
問
機
鮫
閣
機
対
議
議
議
機
齢
構
臨
機
鱗
鱗

一
っ
て
お
り
ま
し
た
。
朱
印
地
は
己
ツ
ガ
峰
養
福
院
、
一
丁
目
の
円
心
に
指
定
さ
れ
き
た
。
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機
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機
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機
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機
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機
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一
室
ハ
斗
八
升
裏
口
で
し
た
。
坊
、
関
口
、
即
、
荷
量
坊
な
と
そ
の
他
墨
守
に
は
室
突
師
筆
の
藤
織
機
購

i
夕

、

一

に

い

機

撃

騒

騒

騒

騒

一

r
i
l
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
l
i
-
-
i
;
l
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
;』

昭和田年7月5日

紺
鰻
褒
章

く

@社会教育課の金曜雪
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今
年
度
、
県
の
社
会
教
育
諌
で
は
、
一
つ
亨
¥
れ
ま
す
。
員
会
事

新
し
い
幼
児
塾
厚
ほ
じ
め
主
人
一
一
(
ば
蕩
ぐ
ら
い
)

そ
れ
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
公
民
一
=
寸
幼
児
警
の
諮
問
題
き
袋
の

館
と
か
、
保
健
所
と
た
に
集
め
て
お
話
一
番
に
あ
わ
せ
て
、
テ
レ
V
放
送
を

を
す
る
と
い
三
万
法
で
な
く
、
家
庭
に
一
し

τ¥れ
ま
す
。
(
十
月
か
ら
一
一
十

い
て
学
べ
る
方
式
で
す
。
一
六
回
)

そ
の
方
式
は
、
一
以
上
の
よ
う
な
二
二
つ
の
方
法
に
よ
っ

て
は
が
き
(
封
書
)
な
ど
で
、
幼
児
一
て
、
幼
児
期
の
塾
同
舟
引
受
け
ら
れ
ま
す
。

教
育
の
基
本
仁
な
る
資
判
明
や
情
報
を
一
六
一
旦
下
旬
む
ろ
、
第
一
回
の
お
た
よ

届
け

τ1れ
た
り
、
ど
ん
な
こ
と
で
一
り
が
、
一
番
は
じ
め
の
お
子
さ
ん
が
、

悩
ん
で
い
る
か
を
、
き
か
れ
た
り
し
一
一
一
一
オ
(
昭
和
四
七
@
四
@
一
一
か
ら
昭
和

ま
す
。
(
年
八
思
一
四
八
白
@
二
に
生
れ
た
方
)
の
親
。

二
、
幼
児
塾
同
ト
一
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
一
さ
ん
に
、
は
が
去
か
届
く
娃
3
です。

が
あ
る
場
ム
白
人
は
、
整
育
の
専
門
家
一
こ
の
し
く
み
を
と
理
解
の
上
、
家
族

が
、
巡
回
し

τき
て
、
壇
導
に
あ
た
一
ぐ
る
み
で
、
十
分
む
活
用
顧
い
ま
す
。

諮
っ
君

臨
意
や
か
に

関

か

れ

る

こ
〉
の
と
こ
人
静
か
な
プ
l
ム
が
呼

ん
で
い
る
か
サ
ツ
キ
々
の
展
一
支
出
が
、

去
る
6
月
4
Bか
ら
O
Bま
で
、
大
賞

皇
同
年
研
修
会
館
で
開
催
さ
れ
非
主
。

こ
れ
は
町
内
在
住
の
同
好
者
の
集
り

で
あ
る
、
六
洗
町
さ
つ
室
同
好
会
(
会

矢
綴
老
沢
好
一
さ
ん
会
員
印
名
)
が
恒

倒
付
一
事
と
じ
て
闇
値
し
た
も
の
で
、
会

員
の
み
な
苧
ん
が
臼
頃
、
丹
精
を
こ
め

ア
惑
径
相
管
理
E
た
、
色
と
り
ど
り
の
と

自
慢
の
サ
ツ
キ
が
多
数
出
品
さ
れ
そ
の

美
し
さ
室
岡
い
手
レ
売
そ
の
欝
茨

の
方
々
が
入
賞
し
手
レ
た
。

O
止
盟
怨
化

大
の
部
(
町
長
賞
)

大
震
松
葉
定
光

小
の
部
(
町
議
長
賞
)

聖

書

量

o
一般佑

大
輸
の
部
(
知
事
賞
)

大
賞
必
島
金
太
郎

(
県
観
光
協
会
長
賞
)

髭
釜
川
崎
昌
宏

(
町
観
光
協
会
長
賞
)

大

貫

田

山

保

中
輪
の
部
(
橋
本
一
一
旦
美
三
郎
時
間
)

大

貫

萩

沼

清

(
小
幡
五
朗
賞
)

大

貫

田

山

保

〈
町
商
工
会
長
賞
)

大

震

亘

同

清

小
輪
の
部
(
郡
祐
一
時
間
)

永
町
関
根
信
男

(
町
教
育
長
賞
)

大
賞
松
葉
定
光

参
考
品
の
部
(
関
東
さ
つ
童
話
長

賞
)
永
町
関
根
信
男

(
月
刊
さ
つ
会
研
究
社

長
賞
)

大
貫
海
老
沢
好
一

快

晴

に

め

ぐ

ま

れ

た

騒

騒

網
w

畿
や

老

人

体

育

祭

議

鱗

轡

五
月
二
士
ハ
日
第
五
回
老
人
体
育
祭
一
老
人
ク
一
フ
プ
誕
の
ゴ
ル
フ
と
一
ボ
1
予

選

麟

盤

機

関

駁

一

員
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
季
大
洗
ゴ
ル
一
リ
ン
グ
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
:
下
手
機
織
機
機
額
約

ブ
場
で
閤
悔
し
ま
し
だ
五
月
晴
の
も
一
今
回
、
初
め
て
一
曇
の
松
寿
会
老
人
ク
三
議
題
鱗
機
連

と
約
六
百
人
(
身
障
者
四
十
人
)
が
参
一
一
フ
プ
(
会
長
大
谷
巌

5
が

、

両

種

ふ

鱗

機

騒

機

ー

い

議

加、

R
i
-
-
?し

と

i

一イ響

手
箱
な
ど
を
、
足
腰
を
謀
ほ
し
元
気
に
一

oゴ
ル

フ

均

寵

ふ

験

機

織

機

織

議

ぷ

β
強

楽

?

〉

ま

れ

手

レ

た

。

一

優

勝

松

寿

会

(

松

川

)

綴

機

騒

機

騒

諮

問

震

準
俊
勝
大
賢
同
(
府
渡
)
議
響
機
欄
内
側
開
樹
齢

三

位

明

寿

会

(

明

殉

町

)

刷

機

騒

議

額

四

位

神

寿

会

(

か

)

撃

機

動

偽

繍

五

位

白

雲

(

仲

町

議

機

h

一
結
構
尚

O

ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
一
学
セ
ン
タ
ー
、
茨
城
交
通
、
核
燃
開
発

優
勝
松
寿
会
(
松
川
)
一
株
式
会
社
、
小
幡
五
朗
氏
、
六
前
プ
口

議
悦
勝
五
一
支
出
(
永
町
)
一
パ
ン
の
告
出
か
ら
と
寄
附
を
い
た
だ
き

一
一
一
位
寿
会
(

H

)

一
あ
り
が
と
う
ミ
さ
い
ま
し
ゃ
J

」。

四
位
み
と
り
会
(
事
総
)
一
ま
た
、
接
待
案
内
と
し
て
、
磯
町
内
、

五
位
縁
寿
会
(
ニ
ア
自
)
一
大
震
、
質
保
の
各
婦
人
会
、
交
通
安
全

身
震
望
暑
の
方
に
は
、
五
十
米
中
間
一
ほ
の
会
、
日
幸
荏
団
の
皆
さ
ん
の
む

争
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
立
巾
跳
な
一
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
フ
?
に
さ
い

ど
に
一
生
屡
拝
歩
流
さ
れ
頑
張
っ
て
一
ま
し
宅

お
り
ま
し
た
。
一
昼
間
祭
に
つ
い
て
の
、
笠
間
克
己
希

こ
の
一
体
育
祭
に
あ
た
り
、
大
何
コ
ル
一
明
亦
あ
り
ま
し
た
ら
役
垣
厚
生
諜
ま
で

ブ
場
、
六
曲
原
子
力
研
究
所
、
大
洗
工
一
お
よ
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

物
価
高
で
預
金
が
目
減
』
と
、

さ
わ
が
れ
て
い
ま
す
が
、
国
一
民
一
雲
段

物
価
の
上
部
り
下
が
り
に
応
じ
て
年
金

額
が
ス
ラ
イ
ド
す
み
住
。
場
4
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
こ
ん
な
心
配
壁
て
無
用

です。と
こ
ろ
で
…
総
理
府
統
吉
田
は
、
四
月

二
十
五
日
に
、
昨
年
度
の
空
度
平
均
の

全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
、
一
昨
年
度

の
そ
れ
に
比
べ
て
、
一
一
一
@
八
%
上
昇

し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
室
旦
け
て
国
民
霊
は
、
今
年

の
九
月
分
か
ら
、
乙
の
一
一
一
・
八
%
を

基
抗
告
し
て
ま
蚕
が
引
よ
り
ら
れ
ま

す。

n
t
n己

今年も大意く詰まります

そ
の
結
果
が
、
ど
の
く
ら
い
の
額
に

な
る
か
が
援
討
し
ま
し
た
の
で
、
お
確

め
下
さ
い
。

月

総理府の基準による国民年金の新給付推定額

平重 長賞 条 イ牛 現行年金額 加算率 改正年金額

老 齢 年 金 25年納付 278，640円 21. 8% 339，600円
ろ， 十 年 年 金 174，150 21. 8 212，250 

" 五 年 年 金 111，456 21. 8 135，840 

障害年金 級 348，300 21. 8 424，500 

" 2 級 278，640 21. 8 339，600 
母 子 年 金 子 人 278，640 21. 8 339，600 
準母子年金 孫又弟 1人 278，640 21. 8 339，600 

L苧旦杢ー全 遺児 l 人 278，640 21. 8 339，600 

(注) 五年年金は、 10月から更に 156，OOOfI]に政策改定される法律案が衆議院を通過しました。
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O
医
嘩
置
の
童
担
割
合

皆
さ
ん
が
病
気
仁
な
っ
て
お
医
者
さ
一

ん
に
か
か
る
と
去
ほ
医
療
費
の
三
割
を
一

支
払
い
、
の
こ
り
の
止
嶺
は
園
保
が
支
一

払
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
七
司
巳
九
つ
い
一

て
は
自
の
補
助
金
と
保
強
制
骨
一
夜
品
構
成
一

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

七
十
才
以
よ
の
お
年
寄
り
の
医
療
費
一

は
自
分
で
は
一
円
主
又
払
い
ま
せ
ん
が
一

町
が
お
年
寄
り
に
か
わ
っ
て
国
保
(
七
一

割
)
と
老
人
医
療
費
(
一
一
一
割
)
と
で
お
一

医
者
さ
ん
に
支
払
っ
て
お
り
決
し
て
医
一

0
家
族
的
髄
麗
管
理

療
費
が
無
料
仁
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
一
病
気
は
「
治
療
よ
り
も
予
防
」
だ
と

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
負
担
割
合
の
一
い
む
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
成
人
病
検

た
め
む
ん
し
た
ち
の
心
の
ど
こ
か
で
医
医
診
乳
児
検
診
な
よ
毒
検
診
が
実
施
し

》
闇
者
代
が
「
タ
ダ
」
の
よ
っ
な
錯
覚
を
お
一
て
い
ま
す
の
甘
必
ず
、
す
す
ん
甘
横
診

ピ
量
一
こ
し
て
は
い
な
い
だ
る
ジ
か
?
一
が
受
け
る
よ
マ
心
が
け
て
下
さ
い
。

一
実
に
な
ん
で
も
な
い
こ
と
で
も
宏
易
に
一
次
に
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を

あ
お
医
者
え
に
か
か
っ
て
い
な
い
だ
石
一
も
つ
素
大
切
子
一
度
お
医
者
さ
ん

一
う
か
、
ま
た
こ
れ
シ
註
反
対
に
保
険
税
一
に
か
か
つ
だ
ら
お
ま
か
せ
す
る
と
い
う

一
歩
納
め
て
い
る
の
だ
か
ら
お
医
者
さ
ん
言
語
ち
、
そ
し
工
名
指
示
が
干
分
に

一
に
か
か
り
な
い
と
損
だ
と
い
之
誇
ち
一
守
る
乙
と
が
穴
切
究
家
族
の
健
康
に

一
が
な
い
だ
る
フ
か
。
一
つ
い
て
も
椙
談
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

一
こ
こ
で
る
つ
一
度
お
医
者
さ
ん
の
か
一
も
の
で
す
。
そ
し
て
病
気
は
早
期
発

一
か
り
方
に
燥
駄
が
な
い
か
、
ま
た
は
日
一
見
、
早
期
治
療
と
い
『
丞
本
的
な
事
が

言
の
生
活
に
お
け
る
健
康
管
理
に
雪
一
非
常
に
大
切
で
す
。
家
族
主
が
管

第71号いおお昭和50年7月5日

圏民健康保険はこんなしくみに

なっています。

五

す

こ

や

た

に

暮

る

せ

る

よ

品

百

積

一

十

九

年

に

は

二

月

と

十

月

と

二

麿

あ

一

国

何

事

業

の

健

全

な

運

営

に

は

現

在

一

由

に

よ

っ

亡

当

添

加

入

被

援

者

の

一
か
長
労
や
睡
眠
不
足
に
き
な
い
よ
一
た
っ
て
三
万
己
主
幅
な
山
喜
一
の
と
こ
会
平
均
六
支
程
度
の
引
上
げ
一
あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
震
か
あ
る
の
只
由
民
年
金
へ
警

一

う

に

注

意

草

壁

運

動

や

レ

ク

リ

二

の

値

上

品

あ

っ

た

こ

と

と

、

老

人

医

カ

必

要

と

な

り

一

度

じ

覇

者

ト

空

宇

加

入

し

て

い

な

か

っ

た

人

己

主

の

一
五
駐
車
時
れ
一
時
訪
問
諸
国
語
一
自
民
持
諮
問
諒
町
一
闇
畏
年
金
銀
験
耕
一
五
肝
心
計
十
時

一

1
1

一
が
一
一
一
方
自
主
に
な
っ
た
喜
一
言
一
平
均
二
九
%
程
度
引
古
否
定
分
に
つ
一
国
民

2
5段

、
た
と
一
内
な
ら
は
詰
の
喜
主
主
す
。
一
色
る
と
い
よ
宣
言
日

一
一
伊
超
え
た
部
分
高
が
支
払
う
)
に
よ
一
い
て
は
町
で
一
四
千
万
円
の
補
助
さ
の
一
-
歪
年
、
十
年
と
納
釘
け
て
い
ま
し
一
い
ま
す
ぐ
最
年
金
係
へ
む
襲

E
一
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
年
金
の

E

一

「

ふ

え

続

け

る

匡

護

費

」

一

品

器

撃

さ

宗

主

主

一

困

難

菌

保

関

空

対

処

い

た

す

こ

と

一

王

者

富

の

星

空

一

年

過

一

い

。

一

な

長

壁

露

呈

ヰ

係

へ

む

相

談

下

一

一

1

一
と
な
り
ま
し
ゃ
J
」
。
国
保
加
入
の
皆
さ
ん
一

1

1

一

一

2

1

0

1

長
一
町
村
何
日

ιz時
措
註
旦
一
韓
日
時
間
封
一
臨
時
訪
問
元
一
抗
日
H
1
3
U仕
一
番
入
者
に
震
の
チ
イ
一
¥
発
砲
」

り
一
人
当
り
の
医
療
費
が
年
闘
で
五
万
一
き
苦
手
の
で
今
生
度
も
喜
一
尚
参
考
ま
で
に
「
最
近
の
襲
警
一
と
こ
ろ
か
閑
民
主
の
「
毒
草
」
一
国
民
主
契
納
保
険
料
の
語
付
一
二
/
乙
砲

八
千
里
に
な
り
手
。
何
故
こ
の
よ
一
の
増
加
に
官
引
上
げ
露
包
れ
な
一
動
向
多
ラ
フ
に
震
わ
レ
た
の
で
と
一
語
前
と
し
丈
そ
の
人
が
卒
才
に
一
の
指
賢
官
員
た
こ
と
に
伴
つ
品
事
俳
人

r
u
勧

う
に
増
え
る
か
と
い
い
圭
す
と
昭
和
四
一
い
も
の
を
な
り
手
。
ら
ん
下
さ
い
。
一
な
る
ま
で
に
、
二
十
五
年
分
の
保
険
翌
一
月
号
思
い
ち
が
い
や
、
輪
事
刊
行
い
初
併

妄
納
め
た
こ
と
が
必
要
で
す
か
ら
、
王
経
済
志
望
、
そ
の
他
の
理
一
メ
・
〉
〉
J
干

減

m
y

τ未納
分
が
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
な
年
数
一

F

l

t

L
道

一

二

っ

こ

不
足
の
た
め
に
、
せ
っ
か
く
の
年
金
ぞ
一
'
-
@
ヂ

e
g棋
倒
民
咲
九
ナ
ノ
二
一
一

一

受

日

「

れ

な

く

な

る

と

い

う

、

一

大

事

一

銭

也

閤

司

ぷ

ミ

」

一

一

一
が
起
り
ま
す
。
こ

Eた
こ

と

は

、

そ

一

『

益

百

直

街

中

イ

ペ

一

一

一

一

の
人
の
一
生

2蓄
を

写

つ

こ

と

に

な

一

時

匂

副

都

付

一

一

一

気

り
ま
す
の
で
、
特
に
、
こ
う
い
う
人
ぴ
一

S
v
h利
吾

二

又

一

幸
毅
う
た
め
、
関
と
し

51年一

h
警

監

永

;

弘

進

母

、

一

の
十
二
月
の
末
日
を
最
終
期
限
と
し
一

4
F
D伊
品

問

ド

H
S

一

亡
過
去
の
未
納
分
を

A

括

し

ず

納

付

一

号

司

、

A

時

門

判

長

一

で

き

る

道

が

ひ

ら

が

れ

ま

し

た

。

一

副

監

一

あ
ま
り
未
納
分
が
多
い
人
は
、
期
限
一

f
L除
3
-

と
い
う
万
は
、
行
政
相
談
委
員
の
小
沼

吉
夫
さ
ん
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

小
沼
さ
ん
の
佳
所

大
洗
町
磯
浜
町
二
三
九
番
地

明
神
町
十
区

電
話
大
洗
局

m
一
)
一
二
口
四
番

医党
け
る

と
保
略
関
税

/
1
1
/
7
b
 

J

F

寸

一
一
求

問

-

業

再

:
差
回

保
険
医

万円

6 

グラフの示すように医療費が増えれば増えるだけ町の

支払が増え国の補助金も増えますが、納める保険税も

高くなると Lづ悪循環を繰りかえすことになります。

町の最近の医療費等の動向(1人当り額)

一一円一十一一一一十一一一十ー一一】ー十ー一一一一十四一一一
i i J57m7円

- 7一一一十一-7一一一一γ一丁一一一

1 1 療費i
一一一十一一丁一一-T一一十一一『7一一偏向

3十一- 4一一?メ十一一十一一一十

二-J一一一-L一一一」- Jm5円

15，840円

一ー一一一-1---何回--

」一一一」
49 50 46 年

度

5 

4 

2 

ー
、
七
月
百
官
医
療
機
関
に
か
か
一
同
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

と
る
窪
田
は
役
場
か
宗
左
交
付
さ
れ
一
は
、
次
の
一
一
種
の
警
警
医
療
機
関

J
J
た
受
給
者
証
等
(
ワ
グ
イ
ス
色
)
学
医
一
の
窓
口
へ
提
出
し
亨
¥
だ
さ
い
。

J

療
機
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て
受
診
し
て
一
②
保
険
証

メ
1
く
だ
さ
い
。
古
い
護
者
証
(
黄
色
二
審
老
人
重
量

J

L罫
は
七
月
一
日
か
長
舗
と
な
り
ま
す
。
一
③
⑧
老
人
医
療
費
葉
書

清
盛

1
4
2
、
老
人
医
療
制
度
に
よ
っ
て
医
療
機
一
同
「
⑫
医
療
福
祉
費
受
給
者
一
誌
を

滑

り

聞

に

2
5、
自

主

も

っ

て

い

2、
次
の
一
一
言

脳
間
口

b

込
意
く
だ
さ
い
。
一
類
を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て

ト
十
ふ
付
d

川
国
民
薩
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
一
く
だ
さ
い
。

げ
結
岬

1

1

方
は
、
次
の
一
種
の
書
類
を
医
療
機
一
①
保
険
証

日
ノ
¥
聞
の
窓
口
へ
提
出
レ
ど
だ
さ
い
。
一
②
⑫
医
療
福
祉
費
護
者
証

う

置

車

〆

①

保

険

証

一

③

⑫

医

療

事

室

葉

書

(

ピ

ン

阿

見

電

E
L

②

轡

老

人

受

撃

証

一

ク

色

)

力

要

時

司

自

か

支

持

保

険

量

っ

た

場

富
一
療
薬
♂
昨
日
日
跡
地
国

喰

閤

品

」

江

主

証

、

老

人

医

療

母

ah
者
証
、
印
か
ん
が
}

i
j
軒

下

ド

持

参

の

ト

庄

民

課

国

保

係

へ

お

届

け

下

E
f
i
k
h噌
さ

る

よ

っ

お

顧

い

い

た

し

ま

す

。

ノ

。

そ

の

他

お

わ

か

り

に

忍

り

な

い

こ

と

捧

ヰ

は

役

場

庄

民

課

国

保

係

に

お

?

子

ね

く

ニ

ペ

だ

さ

い

。

電

話

O
二
九
二
六
i
m
l

五
一
二
円
線
六
六

医療費の3割を支払う

d 

苦
情
な
く
し
て
明
る
い
生
活

談
、
意
見
が
あ
る
が
、
ど
フ
も
関
係
の

役
所
に
は
申
し
白
に
く
い
と
か
、
ど
こ

え
申
し
出
た
ら
よ
い
か
、
わ
か
ら
な
い

H

行
政
に
つ
い
て
の
困
り
と
と
は

「
行
政
相
談
員
L

へ

気
軽
に
と
相
談
く
だ
さ
い
ω

国
や
県
な
ど
復
円T
の
仕
事
に
つ
い
て

O
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い

O
不
親
切
な
扱
い
を
つ
け
た

O
納
得
右
ぎ
な
い

O
ど

ρレ
τよ
い
か
わ
か
ら
な
い

o
こ
う
し
て
ほ
し
い

な
ど
、
役
所
に
対
す
る
苦
情
や
、
相

み
な
さ
ん
、
人
権
を
侵
害
さ
長
ど

と
は
あ
り
一
ま
せ
ん
か
。

「
人
聞
は
、
人
聞
と
し
ず
庄
中
き
る
権

利
、
人
聞
は
、
人
間
ら
し
い
取
扱
い
を

受
け
る
権
利
」
が
あ
り
ま
す
。

他
人
か
ら
1

人
権
を
侵
者
さ
れ
た
と

き
ほ
、
あ
き
ら
め
丈
泣
き
ね
入
り
を

戦
没
者
遺
族
に

特
知
事
国
慰
金
一
一
万
田
川

現
在
、
公
務
伏
助
料
、
あ
る
い
は
き
の
通
知
が
あ
る
込
お
待
ち
下
さ

遺
族
年
金
を
受
け
て
い
な
い
一
遺
族
い
。

(
妻
、
子
、
兄
弟
姉
妹
)
に
対
し
、
。
最
近
、
死
亡
の
た
め
、
公
務
扶

特
別
弔
慰
金
二
十
万
円
炉
支
給
さ
れ
助
斜
等
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

る
こ
と
に
な
り
辛
子
ぷ
~
。
既
に
、
遺
族
の
万
は
、
こ
の
二
十
万
円
特

特
別
弔
慰
金
E
し
て
三
万
円
を
受
け
弔
が
該
当
す
る
と
思
b
れ
ま
す
の

た
ガ
は
、
今
回
の
二
十
万
円
あ
該
当
支
役
場
厚
生
課
へ
届
出
工
下
さ

」
ま
す
の
え
役
場
か
ら
田
章
一
ナ
続
い
。

大
洗
町
神
山
町
一
一
一
八
コ
蕃
地

雷
語
間
五
五
一
一
江
番

田

口

登

一

委

員

す
る
こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
大
洗
町
人

権
擁
護
委
員
に
と
相
談
く
だ
さ
い
。

主
な
相
談
内
容

。
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

。
金
銭
貸
皆
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、

島
揺
問
題

。
担
柄
や
扶
養
、
結
婚
の
一
芦
律
問
題

。
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
法
律
問
題

大
洗
町
人
権
擁
護
委
員

大
洗
町
磯
浜
町
九
五
三
ノ
四
番
地

電
語
間
三
二
二
ハ
番

小
松
崎
弥
四
郎
委
員

大
洗
町
大
貫
町
二
八
一
番
地

霊
訪
問
五
二
六
一
番

小
野
瀬
首
公
作
委
員

守

?芝
し

({呆健所又。未屈の施設はすぐに届けましょう。

は役場衛生係〉

0ゴミの不法投棄をやめて私達の環境をきれいに

。し尿浄化槽(水洗便所〉の定期点模や清掃を励

行して私達の河川や海洋を自然の美くしさに保

しましょう。ちましょう。
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